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恵旦杢店舞災

匹

l眺

品

岩手
へ

急．
空:

軸i

町
触
標
四
救
護
班
に
届
け
る

日
本
赤
十
字
社
の
要
請
に
応
じ
て
眼
目
奏
大
震
災
の
被
災
地
こ
救
援
物
資
を
空
輸
す
る
コ
ご
２
へ
に
物
資
を
手
渡
し

十
字
飛
行
隊
岡
山
支
隊
」
の
小
型
プ
ロ
ベ
ラ
吸
が
1
9
日
、
珊
珊
３
汀
場
（
岡
山
市
再
区
浦
安
南

町
）
か
ら
岩
手
県
・
花
諒
心
ま
で
ｘ
瓦
―
μ
政
一
を
政
せ
、
賤
び
立
っ
た
。
大
準
波
が
襲
っ
た

ち
同
空
恐
か
ら
南
東
約
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｊ
　
－
ｊ

同
県
陸
前
高
田
市
で
活
動
す
る
日
吉
可
・
‐
百
瓦
溜
孜
港
班
へ
翌
補
給
・
現
地
へ
物
資
を
″
・
輸
一
ぶ
ぼ
漂
市
諧
波

す
る
の
は
七
愚
尽
あ
る
か
Ｉ
ｒ
字
１
汀
ぷ
て
は
初
め
て
と
い
う
。

　
ヲ
．
受
琢
｀
ぶ
１
９
丁
○

居
…
…
『
心
『
ユ
ー
ー
』
、
ノ
ロ
ジ

ト
養
成
や
航
空
写
真
撮
影

を
手
掛
け
る
岡
山
航
空

（
寺
岡
伸
二
社
長
）
か
中

ド
ご
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
迷
鳥
全
国
で
は
２
４

一

３
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
后

・
和
ぞ
い
る
．

　
曹
．
雨
飛
行
場
で
は
、
寺

回
ス
隊
長
（
ｇ
か
「
機
動

力
を
生
か
し
、
安
全
第
一

て
被
災
地
に
飛
ん
で
ほ
し

ヽ
Σ
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
人

ふ
服
励
。
腹
痛
や
狭
心
症

（
盲
者
に
必
要
な
薬
な
ど

１
箱
、
注
射
器
や
マ
ス
ク

と
い
っ
た
笠
原
関
係
用
品

・
ぷ
1
9
ぼ
・
を
穫
み
込
ん
だ
プ

吠
長
の
佐
々
注
利
彦
さ
ん

一
掬
て
岡
山
市
南
区
郡
＝

一一

は
ｉ
ｉ
心
匠
吻
。
機
内

の
椅
子
を
外
し
て
最
大

弓
討
リ
ゴ

医
薬
品
の
箱
を
受
け
取
る
矛
十
字
飛
行
隊
岡
山
支
隊

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
吊
曳
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
首
都
圏
向
け
冷
蔵
宅
配
便

東
京
都
内
で
は
、
人
的
被
を
中
止
し
て
い
る
た
め
、

筈
こ
そ
少
な
か
っ
た
も
岡
山
雨
の
市
場
か
ら
仕
入

の
の
、
物
流
や
公
共
交
れ
て
い
る
魚
が
届
か
な

９
Ｑ
ｇ
ｉ
’

１
ｒ

ｔ
４

ｓ
“

の
中
止
な
ど
、
岡
山
県
閉
店
ド
・
日
樫
。
印
群
罫
き

係
害
に
影
響
か
及
ん
で
ん
（
7
0
）
＝
屈
前
面
出
身
＝

い
る
。
　
　
　
は
［
保
存
し
て
お
い
た
マ

　
岡
山
か
ら
食
材
を
取
り
マ
カ
リ
で
ほ
そ
ぽ
そ
つ
な

寄
せ
る
郷
土
料
理
店
は
、
い
で
ぃ
る
。
帰
郷
し
て
自

鮮
魚
の
詞
達
が
で
き
な
分
の
手
で
運
ん
で
く
る
し

い
。
マ
マ
カ
リ
な
ど
順
戸
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と

円
。
の
魚
料
理
が
看
板
メ
ニ
苦
慮
し
て
い
る
。
「
意
敷
」

ユ
ー
の
Ｉ
．
さ
び
助
」
（
随
（
新
宿
唇
も
同
様
の
悩

ビ
で
は
、
渥
送
会
社
が
み
を
抱
え
、
店
主
・
松
田

■ ふ

で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、

　
プ
ロ
ペ
ラ
礪
は
午
前
９

時
す
ぎ
、
日
赤
憑
る
戚

り
り
に
見
送
ら
れ
て
出
・

発
。
約
２
時
間
半
後
、
花

」 八
貼
訪
問

一
ら
交
代
で
活
動
。
慢
性
的
一

に
物
資
が
石
足
し
、
1
8
日

に
補
給
を
依
頼
し
て
い

た
。
（
山
本
々
志
）

　
－

－
か
用
意
し
‘

に
収
り
込
み
岡
山
空
随
一

出
発
。
同
日
午
後
に
は
ー

手
県
入
り
し
、
既
に
愚

で
活
動
し
て
ぃ
る
医
師
’

合
流
し
て
救
援
活
動
を
１
１

始
し
た
。

路
で
、
宮
城
県
南

な
ど
へ
向
か
っ
た

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
派

医
師
ら
は
羽
人

心
心
ご

た
。
（
船
越
。
几
洋
）

ｒ毛布や食料

ａ県が輸送開始

尚　福島､宮城へ第1陣

―
。
県
は
1
9
日
、
市
民
か
」

各
市
町
村
な
ど
に
持
ち
恵

っ
た
救
援
物
資
の
輸
送
を

始
め
た
。
災
害
時
の
輸
送

協
定
を
結
ぶ
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
協
力
。
第
１
陣
は

一一一一一
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一

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
幹
部
か
ら
激
励
を

受
け
る
運
転
手
ら
Ｍ
岡
山
河
中
区
愈

凩
ト
う
７
？
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
『
―
Ｉ
じ
１

毛
布
や
食
料
、
お
む
つ
な

ど
の
物
賢
に
自
治
体
備
蓄

分
竟
［
わ
せ
て
積
載
し
、

多
額
義
援
金
相
次
ぐ
斟
脇

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
を
支
援
し
よ
う
と
ヽ
岡
一

山
市
北
区
柳
町
の
山
陽
新

聞
社
会
事
業
団
（
越
宗
孝

昌
理
事
長
）
に
は
1
9
日
も

企
業
な
ど
か
ら
多
額
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
木
下
サ
ー
カ
ス
（
岡
山

僣
逼
事
長
に
義
煩
金
を
手
濃
す
（
－
か
ら
）
木
下
サ
ー

カ
ス
の
木
下
嘉
子
副
社
艮
淘
と
尊
大
耶
室
長
、
タ
カ
ラ
の

米
禽
社
長

に
は
ば
ら
す
し
を
出
し
た

い
の
で
、
阿
と
か
り
く
物

流
が
ぶ
れ
｀
ｎ
い
て
ほ
し

い
」
と
祈
る
。
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誠
介
さ
ん
（
９
は
心
木
し
て
い
た
。
し
か
し
、
震
ま
で
ニ
転
三
転
す
る
鮮
電
が
中
止
・
延
期
に
な
り
、

Ｉ
ｌ
ａ
Ｊ
ｌ
ｊ
ａ
ｉ

ｌ
■
－
ｒ

　
こ
の
日

ろ
、
ト
ラ
四

ル
（
岡
応

市
、
木
ぶ

は
３
０
２

人
服
製
須

米
倉
勝
久
｀

従
業
員
は

円
。

　
木
下
サ
ー

下
剤
社
尽

経
営
企
誉

れ
、
木
下
ミ

で
も
Ｉ
○
（

カ
ス
で
酋

タ
イ
人
オ
ー

さ
れ
た
碧

ぐ
な
ど
し
て
中

1
1
.
‐
と
な
っ

尽　
都
内
に
あ
る
県
関
係
の

越
宗
理
誉

「
仙
台
は
″

た
土
地
で
｀

　
－
　
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ｌ
“
￥
ｐ

ｌ
９
Ｕ
ｊ
ｉ
ｌ
ｚ
ｒ
Ｉ
フ
ー
　
』
ｃ
４
４
‐
べ
μ
ｙ
ｉ

冷
キ
づ
１
が
相
次
匹
域
や
、
電
車
の
突
然
の
内
定
企
業
忿
の
鷹
か
寮
（
窪
ご

れ
て
い
る
。
挙
次
式
か
中

止
に
な
っ
た
学
生
。
も
多

さ
れ
る
。
墨

汚
作
者
に
蛮
さ
滞
り
か
２
い
即
剔
心
学
割
劃

東
京
の
岡
山
関
係
者
混
乱

　
　
　
　
余
震
な
ど
懸
念
学
生
帰
郷
も

・
μ
・
昭
南
は
今
月
、
中
火
４
9
:
生
寮
の
大
学
生
ら
も
い
。

ブ
し
、
蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー

図
譜
膜
言
言
凄
滝
い
る
。
嫡
出
館
特
に
滋
忌
中
の
ご
剥
」
パ
仙
言
Ｌ
刊

入
４
年
平
野
呂
隆
さ
ん
さ
れ
て
帰
評

（
2
3
）
＝
津
山
高
出
身
Ｕ
は
と
言
う
。

「
入
社
が
目
前
な
の
に
行
政
で
も
、

内
定
企
業
か
ら
連
絡
か
旅
行
業
者
忿

途
絶
え
た
。
震
災
へ
の
対
「
中
国
プ
ロ
ー

応
で
業
務
か
大
変
だ
ろ
報
交
換
会
」
（

う
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
予
は
直
前
で
中

定
を
聞
く
の
が
た
め
ら
た
。
県
東
岳

１
肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
な
ど
ｍ
力
に
よ
る
計
画
停
電
の
４
年
生
は
不
安
か
大
き
余
震
や
生
活
の
不
便
か

地
域
特
産
メ
ニ
ュ
ｒ
豪
雨
実
施
地
域
に
あ
り
、
直
前
い
。
企
業
の
角
社
説
明
会
長
引
く
こ
と
な
ど
か
懸
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
■
／
１

（
四
収
京
可
）
は
、
東
京
年
生
や
、
就
職
を
控
え
た
る
。

帰
省
も
始
ぞ

　
　
　
　
（
ｔ
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